
種
を
播
き
妻
が
育
て
た
大
玉
西
瓜
三
十
セ
ン
チ
が

鎮
座
ま
し
ま
す

髙
橋
貞
雄

き
な
臭
き
ご
時
世
憂
い
我
知
ら
ず
き
け
わ
だ
つ
み

の
こ
え
再
読
す

川
上
憲
一

八
月
は
六
日
九
日
十
五
日
こ
の
精
神
を
流
布
し
た

い
世
に

池
永

孝

ひ
ぐ
ら
し
が
聴
こ
え
ぬ
と
ぞ
言
う
お
年
寄
り
聴
く

気
が
な
い
の
か
区
別
で
き
ぬ
の
か

月
岡
秀
夫

柔
道
六
段
の
娘
の
洗
濯
物
の
多
い
こ
と
多
い
こ
と

松
田
皓
平

一
つ
傘
信
号
待
ち
の
学
生
の
真
白
き
服
の
眩
し
い

こ
と
よ

佐
々
木
有
馬

生
き
る
間
に
世
を
変
え
た
し
と
媼
言
ふ
シ
ル
バ
ー

カ
ー
に
身
を
支
え
ら
れ

田
中
康
之

名
月
や
南
の
島
の
美
ら
海
の
底
に
沈
め
る
若
き
ら

照
ら
せ

鈴
木
晋
司

白
々
と
明
け
そ
む
る
空
雲
低
く
酷
暑
の
ひ
と
日
告

ぐ
る
が
ご
と
し

福
谷
美
智
子

台
風
の
来
る
時
に
し
て
落
雷
も
こ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
た
か
と
記
憶
を
探
る

大
屋
弘
子

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
島
々
を
地
図
で
さ
が
し
て

９
条
を
思
う

山
尾
邦
子

雑
草(

く
さ)

に
負
け
イ
ノ
シ
シ
に
負
け
荒
れ
果
て

る
畑
に
詫
び
て
再
起
期
す
秋

正
重
哲
美

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
国
の
女
王
み
ま
か
り
て
美
し

は

き
ス
ピ
ー
チ
耳
懐
か
し
む

瓜
生
野

第226回府高退教「短歌を楽しむ会」（22・9・12投稿順）
１
０
月
１
日
か
ら
７
５

歳
以
上
で
一
定
の
所
得
が
あ

る
人
は
医
療
費
の
窓
口
負
担

が
従
来
の
１
割
か
ら
２
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
い
ま
の

高
齢
者
と
と
も
に
こ
れ
か
ら

７
５
歳
に
な
る
「
団
塊
の
世

代
」
を
狙
い
撃
ち
に
す
る
も

の
だ
。

こ
の
制
度
改
定
は
２
０
２

１
年
５
月
７
日
衆
院
厚
生
労

働
委
員
会
に
お
い
て
、
２
割

負
担
に
よ
っ
て
高
齢
者
の
受

診
控
え
が
起
き
、
健
康
へ
の

影
響
が
指
摘
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
調
査
を
し
な
い

ま
ま
、
自
民
党
、
公
明
党
が

採
決
を
強
行
し
、
日
本
維
新

の
会
、
国
民
民
主
党
の
賛
成

に
よ
っ
て
改
定
さ
れ
た
。
２

次回第２２８回は２０２２年１１月１４日(月)です。歌稿は、１１月７日（月）までに、
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高
齢
者
の
医
療
費
２
割
負
担
に
思
う

佐
々
木
有
馬
（
堺
西
）

割
負
担
の
対
象
者
は
３
７
０

万
人
に
の
ぼ
り
政
府
の
給
付

削
減
は
１
８
８
０
億
円
だ
。

１
人
あ
た
り
年
５
万
円
の
負

担
増
と
な
る
。

政
府
は
「
必
要
な
受
診
が

抑
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」

と
す
る
一
方
で
、
実
際
は
高

齢
者
が
病
院
へ
行
く
回
数
を

減
ら
す
こ
と
を
想
定
し
、
国

の
予
算
が
ど
れ
だ
け
減
る
か

の
試
算
ま
で
し
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

で
は
受
診
抑
制
が
起
き
、
健

康
悪
化
を
招
く
こ
と
は
明
ら

か
だ
。

政
府
は
現
役
世
代
の
負
担

軽
減
の
た
め
と
説
明
す
る

が
、
現
役
世
代
の
軽
減
は
年

７
０
０
円
、
月
６
０
円
に
し

か
な
ら
ず
現
役
世
代
を
「
ダ

シ
」
に
す
る
も
の
だ
。
今
回

の
制
度
改
定
で
税
金
か
ら
の

支
出
が
減
る
の
は
９
８
０
億

円
だ
。

社
会
保
障
の
支
出
を
減
ら

す
一
方
、
法
律
に
な
い
安
倍

元
首
相
の
「
国
葬
」
に
は
国

会
に
諮
る
こ
と
も
な
く
１
２

億
４
０
０
０
万
円
を
ポ
イ
ッ

と
出
す
。
軍
事
費
は
財
源
の

当
て
も
な
く
２
倍
化
を
狙

う
。相

次
ぐ
物
価
高
に
も
か
か

わ
ら
ず
消
費
税
は
下
げ
な

い
、
年
金
支
給
額
は
減
ら
す
。

な
ん
と
冷
た
い
政
治
か
。

現
役
時
代
は
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
社
会
に
貢
献
し
て
き

た
高
齢
者
に
、
医
療
費
の
心

配
な
く
過
ご
せ
る
社
会
を
用

意
す
る
こ
と
が
政
治
の
責
任

で
は
な
い
か
。
２
割
負
担
を

や
め
、
従
前
の
１
割
負
担
に

戻
す
べ
き
だ
。

冬
季
に
備
え
、
筆
者
は
先

日
か
か
り
つ
け
の
医
院
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
受
け
た
。
支
払
い
の
窓
口

で
無
料
で
す
と
い
わ
れ
、
改

め
て
〝
有
難
い
！
〟
と
思
っ

た
。
こ
れ
は
６
５
歳
以
上
に

限
っ
て
の
措
置
だ
が
、
年
齢

に
制
限
な
く
希
望
す
る
国
民

に
無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が

感
染
拡
大
を
防
ぎ
、
結
果
と

し
て
国
の
医
療
費
軽
減
に
つ

な
が
る
は
ず
だ
。

国
は
高
齢
者
の
狙
い
撃
ち

で
は
な
く
、
法
人
税
の
減
税

を
や
め
て
、
企
業
か
ら
の
支

今回は、アジア太平洋戦争のこと、広島、長崎のこと、きな臭いご時世のこと、沖縄のたたか

いのことなどをたくさん歌に詠んでおられます。瓜生野さんのシェークスピアの国の女王・・・の

歌にも話が弾みました。shake spear [槍を振る]なんてどういう意図でこの名前をつけたんだろ

うとか、シェークスピア作品を書いたのは別人だという論争は今なお続いているねとか。作品は

隠語もありますがとても綺麗な英語だといわれています。きれいな英語と言えばエリザベス女

王の若かりし日の日本でのスピーチ、スマホで聞いてみようということになりました。

出
を
増
や
す
な
ど
、
財
源
の

確
保
策
と
社
会
保
障
制
度
の

在
り
方
を
根
本
的
に
検
討
す

べ
き
と
思
う
。

沖
縄
知
事
選
支
援
カ
ン

パ
、

人
の
会
員
か
ら
８

39

万
９
千
円
が
集
ま
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

山
上
副
会
長
が
名
護
市

に
、
末
光
幹
事
長
が
那
覇

市
で
支
援
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。

高
校
統
廃
合
署
名

月
10

日
現
在
、

名
の
方
か

16

60

ら
３
２
６
筆
の
署
名
が
届

い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

弔
い
選
挙
の
効
果
も
あ
っ
て
勝
利
し
た
岸
田
首
相

は
、
安
倍
神
格
化
と
安
倍
神
輿
の
指
揮
を
執
る
た
め

国
葬
に
つ
き
す
す
ん
だ
。

佐
藤
栄
作
元
首
相
の
と
き
に
は
、
憲
法
上
、
国
葬

は
む
ず
か
し
い
と
い
っ
た
内
閣
法
制
局
は
、
今
度
は

ゴ
ー
サ
イ
ン
を
だ
し
た
。
集
団
的
自
衛
権
容
認
の
た

め
、
安
倍
氏
が
憲
法
の
番
人
・
内
閣
法
制
局
を
政
権

の
犬
に
変
質
さ
せ
て
９
年
後
、
自
分
の
葬
儀
を
国
葬

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

憲
法
・
国
会
無
視
が
手
法

７
年
８
か
月
在
任
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
３
条
で
放
棄
し
た
沖
縄
返
還
を
な
し
と
げ
、
非
核

３
原
則
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
佐
藤
氏
の
国
葬
は
や

っ
て
い
な
い
。

安
倍
氏
は
サ
条
約
２
条
Ｃ
項
で
放
棄
し
た
千
島
返

還
で
２
７
回
も
「
親
し
く
」
懇
談
し
す
り
よ
っ
た
が
、

経
済
協
力
の
あ
げ
く
捨
て
ら
れ
た
。
非
核
３
原
則
に

つ
い
て
は
「
核
共
有
」
を
唱
え
て
そ
の
破
壊
に
の
り

だ
し
た
。
こ
れ
が
国
葬
の
理
由
「
赫
赫
た
る
業
績
」

か
。岸

田
氏
が
や
っ
た
の
は
安
倍
政
治
手
法
の
継
承

だ
。
憲
法
無
視
、
国
会
無
視
、
立
憲
主
義
破
壊
だ
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

安
倍
国
葬
に
日
本
政
治
の
劣
化
、

頽
廃
を
見
る

山
上
俊
夫
（
北
野
定
）

HP 府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/

府高退教通信 N0.256 2022年10月21日

ＮＯ.256

発 行
〒 543-0021

TEL 090-1227-5142
（末光）

FAX 06-6768-1675

大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
ー
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信



（
表
面
か
ら
の
続
き
）

統
一
教
会
と
の
黒
い
癒
着

反
社
会
集
団
の
統
一
教
会
・

勝
共
連
合
と
自
民
党
、
安
倍

氏
の
黒
い
癒
着
は
世
間
一
般

に
は
知
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
銃
撃
事
件
に
よ
っ
て

こ
れ
こ
そ
日
本
政
治
を
右
翼

的
に
ゆ
が
め
て
き
た
癌
で
あ

る
こ
と
が
白
日
の
下
に
さ
ら

さ
れ
た
。

安
倍
政
治
が
体
制
化
し
た

「
２
０
１
２
年
体
制
」

中
野
晃
一
氏
が
発
案
し
、

白
井
聡
氏
が
展
開
し
た
「
２

０
１
２
年
体
制
」
論
（
白
井

『
長
期
腐
敗
体
制
』
角
川
新

書
、
２
０
２
２
年
）
が
有
効

だ
。集

団
的
自
衛
権
を
容
認
し

た
閣
議
決
定
以
来
の
立
憲
主

義
破
壊
、
モ
リ
・
カ
ケ
・
桜

の
政
治
の
私
物
化
、
１
１
８

回
の
虚
偽
答
弁
が
「
２
０
１

２
年
体
制
」
を
象
徴
し
て
い

る
。こ

れ
は
菅
政
権
で
は
日
本

学
術
会
議
法
違
反
の
任
命
拒

否
だ
。
そ
し
て
岸
田
国
葬
だ
。

世
論
の
急
激
な
変
化

政
治
的
な
課
題
で
世
論
が

急
変
し
た
の
は
安
保
法
制

（
戦
争
法
）
以
来
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
以
後
の
情
勢

の
潮
目
が
変
わ
っ
た
。
「
終

わ
っ
た
ら
、
必
ず
良
か
っ
た

と
思
う
は
ず
」
と
い
っ
た
二

階
氏
の
予
言
も
外
れ
、
国
葬

後
も
国
葬
反
対
が
高
い
ま
ま

だ
。
内
閣
支
持
率
は
２
７
・

４
％
（
時
事
）
と
な
り
、
危

険
水
域
に
入
っ
た
。

２
０
１
２
年
体
制
は
、
自

民
党
政
治
の
最
も
醜
悪
な
姿

だ
。
い
ま
の
潮
目
の
変
化
を

頽
廃
政
治
追
及
に
向
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

田
園
広
が
る
郷
里
、
愛
媛

に
移
住
し
て
３
年
目
の
実
り

の
秋
、
大
洲
盆
地
は
黄
金
色

の
穂
波
が
美
し
い
。
し
か
し
、

今
年
も
米
価
は
生
産
費
に
満

た
な
い
。
厳
し
い
労
働
の
末

に
こ
れ
だ
。

親
し
い
Ｙ
さ
ん
は
、
離
農

で
放
置
さ
れ
る
田
を
、
引
き

受
け
引
き
受
け
、
そ
れ
で
も

広
が
り
続
け
る
耕
作
放
棄
地

に
胸
を
痛
め
る
、
八
〇
歳
を

越
す
現
役
の
稲
作
農
民
。
忙

し
い
中
で
も
参
加
さ
れ
る
大

洲
九
条
の
会
の
常
連
だ
。
９

月
２
６
日
、
会
は
買
い
物
客

の
多
い
生
鮮
食
料
品
販
売
所

前
で
「
国
葬
反
対
」
の
宣
伝

行
動
を
し
た
。
参
加
者
十
一

人
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
自
分

の
暮
ら
し
の
言
葉
で
語
り
か

け
た
。
い
く
ら
で
も
言
葉
は

続
い
た
。

「
食
料
は
国
民
の
命
綱
、
し

か
し
今
、
肥
料
も
飼
料
も
２

年
前
よ
り
４
割
以
上
ア
ッ
プ

す
る
一
方
、
米
価
は
２
割
以

上
下
落
し
、
農
村
か
ら
は

『
も
う
続
け
ら
れ
な
い
』
と

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
」

「
総
理
に
は
、
日
本
農
業
が

危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
と
い

う
認
識
が
あ
り
ま
す
か
」

「
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
う
農

産
物
の
価
格
保
障
と
所
得
補

償
を
確
立
す
べ
き
」
、
以
上

は
十
月
七
日
参
議
院
で
の
日

本
共
産
党
小
池
議
員
の
質
問
。

岸
田
首
相
、
「
価
格
保
障
や

所
得
補
償
は
、
一
般
に
需
給

動
向
や
品
質
を
考
慮
し
な
い

生
産
が
助
長
さ
れ
る
な
ど
の

問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
。

つ
ま
り
、
農
民
は
要
り
も
し

な
い
物
や
、
質
の
悪
い
物
を

作
っ
た
り
す

る
か
ら
価
格

保
障
や
所
得

補
償
は
し
な

い
と
性
悪
説

満
載
の
答
弁
。

こ
ん
な
人
が

農
業
を
破
壊
す
る
ん
だ
と
Ｙ

さ
ん
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
沸

い
て
き
た
怒
り
。
人
工
透
析

を
続
け
な
が
ら
だ
が
、
こ
の

悪
政
を
懲
ら
し
め
る
地
域
の

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
よ
う

と
闘
志
を
燃
や
し
て
い
る
こ

の
頃
で
す
。
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当
面
の
日
程

【
10
月
】

10
月
25
日(
火)
～
27
日
（
木
）

全
教
ツ
ア
ー

秋
の
み
ち
の
く
山
形

【
11
月
】

11
月
3
日

(

木)

14:

00

「
輝
け

憲
法
」
平
和
と

命
と
人
権
を

扇
町
公
園

（
集
会
後
パ
レ
ー
ド
）

11
月
7
日(

月)

13:

30

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

11
月
11
日

(

金)

10
：
00

退
教
秋
の
散
策
（
京
都
）

11
月
14
日
（
月
）
14
：
00

短
歌
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

11
月
18
日(

金)

12:

00

憲
法
宣
伝
上
六
交
差
点
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秋の散策 近代日本を代表する京都の名庭園を巡る
～三条に点在する七代目小川治兵衛の庭園を堪能～

明治〜大正期に庭園を数多く手がけた、近代日本を代表する

有名な造園家七代目小川治兵衛の日本庭園が京都三条周辺に並

んでいる。彼が作庭した近代日本庭園の傑作である山県有朋の

別荘無鄰菴、平安京千年の造園技法の粋を結集した平安神宮神

苑を中心に近辺の庭園を散策。

記

日時：２０２２年１１月１１日（金）

集合：午前１０時 京阪三条駅改札口付近集合

解散：午後３時頃 京阪三条駅解散

行程

１．午前 京阪三条駅→京セラ美術館日本庭園→平安神宮神苑

→岡崎公園で昼食

２．午後 岡崎公園→白河院庭園・法勝寺跡→琵琶湖疏水記念

館→無鄰菴要予約→京都市国際交流会館庭園→京阪三条駅で

解散

費用：神苑入場料 600円 無鄰菴 600円

持ち物：弁当、水筒、天候により雨具

その他：事前の申し込みは不要です。

天候が疑わしい場合は午前7時までに下記いずれかに お電話

ください。（小雨決行）

寺西文夫 070-1457-2853 笹岡優光 090-3944-3733
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コロナでできなかった「菜園訪問＆バーベキュー」

を３年ぶりに復活します。

場所は、皆、歳を重ねてきていますので交通

の便のよさを最優先して今回も連山菜園にお願

いしました。

高安山麓の旧村の一画・連山邸の裏庭にある

文字通りの家庭菜園です。晩秋の一日、自慢の

畑を見学し、ＢＱと仙台風芋煮鍋（味噌仕立て）

に舌鼓を打ち、適度なお酒も嗜んで、歓談のひ

と時を過ごそうではありませんか。ご参加をお

待ちしています。

記

日時：11月25日（金）午前11時半頃～3時頃

まで

場所：連山菜園（八尾市山畑349、近鉄服部

川駅から徒歩5分）

費用：2000円（バーベキュー・飲物代）

参加される方は１１月２０日（日）までに次

の世話人にご連絡ください。菜園への経路は別

途ご連絡します。

連山 豊（℡0729－41－8794）広瀬 晃（℡07

44－27－6669）村上 国利（℡0721－24－8810）

近
況
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宮
武
邦
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山岸 稔 （桜塚定）
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第11回菜園訪問＆バーベキュー


